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n, a, bを 0以上の整数とする．a, bを未知数とする方程式
（∗）　　　　　　　 a2 + b2 = 2n

を考える．

(1) n ≧ 2とする．a, bが方程式（∗）を満たすならば，a, bはともに偶数であること
を証明せよ．（ただし，0は偶数に含める．）

(2) 0以上の整数 nに対して，方程式（∗）を満たす 0以上の整数の組 (a, b)をすべ
て求めよ．


